
































































































































　１）実験協力者：看護学科 1 年生　53 名 ( 男性












　　　　　19 名 ) は高齢者体験用具、ゴーグルを
　　　　　着用し、重り 2kg を両手首装着しにさら
　　　　　に手袋をはめて操作を行う。もう１グ

































　１）実験協力者：看護学科 3 年生、16 名（男子





















































































































































































　リムーバーの使用感と意識調査から— 第 27 回看
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　p713-718．
７）柄沢仁美、朝倉俊成、川崎恵美ほか（2011）；
　ランタス注ソロスターと 2 種類の専用注射針との
　組み合わせにおけるコアリング発生状況について
　の一考察、プラクティス、Vol28,No3p324-327
８）岩城元子、原由紀子、長友佳子ほか（2007）；
　視力障害患者の看護～インスリン自己注射後の誤
　刺防止のための針処理方法の検討～、日本眼科看
　護研究会研究発表収録
り方も検討もされている５）。
　今回、実際にインスリン自己注射をしている患者
の意見を取り入れながら、臨床スタッフとも協力し
て自己注射器の針の着脱と廃棄を助ける補助具を作
成できないかと本研究に取り組んだ。臨床では、ペッ
トボトルを使用して工夫しているなどの報告７）も
あるが製品としてはまだ存在しない。現在、製品と
して病院にのみ、唯一配布されているリムーバーを
参考に補助具を考案し作成した。患者に試用しても
らう前段階として、本学看護学科の 3 年生に協力を
依頼した。検証実験では、実際に着脱している場面
を撮影し、手技を検証した。学生たちは看護実習を
経験しており臨床で自己注射を行っている患者を受
け持っていた者もおり、自己注射については理解し
ていた。また、針刺し事故や、リキャップというこ
とについても知識がある。その為，手技はスムーズ
にできたと思われる。参加した学生たちの用具に対
する反応は「簡単」「便利」「ポーチに入れられる」
という好意的なものであった。実際に使用しての感
想も概ね良好で好意的である。高齢者体験装具を付
けての手技でも行うことができた。しかし、補助具
を使わない状態での針の着脱では通常の状態で行っ
たときよりも、針の装着時点での失敗が多い。これ
は自宅での高齢者は自己注射に際して、針の着脱時、
実際は困難を生じていることを予測させる。特に、
針を付けることができていても、実は垂直に入れら
れていないなどの正しい使用ができていないのでは
ないかということが、今回の学生たちの操作実験か
ら疑われる。垂直に刺さないことで起こる、コアリ
ング６）７）や液漏れは視力低下した高齢者８）には
判定しにくい現象である。その結果、正確なインス
リン注射ができていないということも考えられる。
正確に針を装着するということも、今回の試作品の
使用実験は、効果を期待できるものである。今回は
大きさが一定の試作品であったため、体格の良い男
子学生には、指がかかる部分が小さすぎるという意
見もあり今後改良を加えることが必要である。また、
学生の意見にあった「工程が増えることで高齢者に
は難しくなるのでは」という意見も検討すべきと考
えられる。　
　今回作成した自己注入器の針着脱、廃棄の補助具
の学生たちでの検証実験では、概ね良好な結果で
あった。しかし、検討すべき課題も見えてきた。今
後さらに改良を加え、患者に提供できるように考え
たい。
Ⅷ．おわりに
　日本における高齢化の進展は、2 型糖尿病患者の
増加とインスリン注射を必要とする高齢者の増加に
46 ペン型インスリン自己注入器針着脱補助具のユーザビリティ評価（第 2報）
